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(紺ーパラジウムによるオキザロ酢酸の脱炭酸反応) 370 ,pH 5.0 で、絹ノ f ラジウム錯塩はオキザロ酢酸の
脱炭酸を促進し，その活性は対応する量の各種の金属イオンや，有機触媒よりも強いことわかった。更に
興味ある乙とには，アムモニウムイオンの存在下に於ては，絹ーパラジウム錯塩と，絹ーパラジウム触媒
(還元型) よりも， 絹ーパラジウム錯塩から P一ニトロソジエチルアニリンで， 溶出可能のパラジウム
を除いたものが，いちじるしく活性化される乙とである。叉この脱炭酸反応は生成物が焦性ブドウ酸であ
り，形式は ß- 脱炭酸である乙とが確められた。なお通常の αーケト酸 (αーケトク令ルタル酸，焦性フ、、ドウ
酸，フエニノレ焦性ブ、ドウ酸)は，この触媒によって脱炭酸されることはない。
(絹ーパラジウムによるフエノレアラニンの脱炭酸及びアミノ;基転移反応)フエニルアラニンとベンツアル




















絹パラジウム錯化合物は 37 0 でオキザロ酢酸の脱炭酸反応を促進し，その活性は対応する量の各種の金
属イオンや有機触媒よりも強力であることを認めた。またこの触媒作用は触媒担体が蛋白質である点と
















そこでフェニル焦性ブドウ酸とベンジルアミンの混合溶液を 100 0 に於て反応せしめ，反応液を検べた
ところ，予想の如く約 10% のフェニノレアラニンの生成していることを認めた。即ちここに非酵素的なア
ミノ基転位が行われたものである。但しこの場合は絹パラジウム並びに種々の金属イオンの影響は全く見
られずまた脱炭酸も認められなかった。
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上述の様に藤井君は絹パラジウム錯化合物を酵素模型と見倣し得る様な触媒作用を発見し，且つその反
応機作の一端を明らかにすると共に新しい型のアミノ基転位反応を見出したもので生物化学に寄与する所
大である。したがってこの論文は理学博士の学位論文として充分の価値あるものと認める。
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